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研究成果の概要（和文）： 
資料収集と文献研究を通じて、「ロマ／ジプシー」のインド起源に関する理論と表象の最新動
向を検討した。バルカン地域（ギリシャ、ルーマニア）で行ったフィールド調査では、１）「ロ
マ／ジプシー」の下位集団と集団間関係、２）「ジプシー」のインド起源の伝播のあり方と彼ら
による受容の実態、３）彼らの帰属意識とインド起源説の受容を左右する諸条件（国家による
ロマ政策、移動の歴史、海外での就労体験、教育程度、職業）を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The archive research examined the latest theories and representations regarding Indian 
origin of the Roma／Gypsies. The field survey conducted in Greece and Romania made 
three points clear; 1) different subgroups of the Roma／Gypsies and their relationship 
between groups, 2) the spread of the theory of their Indian origin and their acceptance of 
the theory, and 3) the factors influencing their sense of belonging and acceptance of the 
theory (national Roma policies, migration history, experiences of working abroad, academic 
background, and occupation). 
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１．研究開始当初の背景 
 冷戦終結後、旧共産圏に居住していたロマ
の西側への移動が国際的な問題となるにつ
れ、「ロマ／ジプシー」社会の実態把握と EU 
諸国におけるロマへの対応が求められてい
る。しかし「ロマ／ジプシー」は、その移動
経路の複雑さと文化的多様性から包括的な
研究の蓄積が少なく、民族集団としての位置
づけも議論の余地を残している。また、帰還
先（送出先、起源）が曖昧な彼らは、国民国
家の枠組みと関係が深い移民や難民の研究
視角やディアスポラの議論でもとりこぼさ
れがちであり、彼らの帰属意識の実態も明ら
かになっていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ディアスポラ・コミュニ
ティの生成過程について、西洋の内なる「他
者」であり続けてきた「ロマ／ジプシー」の
事例から明らかにすることである。なかでも、
マイノリティー研究やディアスポラ論の隘
路である起源の問題に焦点を当て、「ロマ／
ジプシー」が起源を喪失したディアスポラと
して成型されたり、そこから逸脱する動態を
明らかにしながら、多元的なディアスポラ・
コミュニティの生成モデルを構築する。 
 
３．研究の方法 
 「ジプシー」のインド起源説の背景と成立
過程、「ジプシー」表象に関する資料収集と
文献調査を行う。「ロマ／ジプシー」の帰属
意識とインド起源説の伝播をうながす諸要
因を明らかにするために、ヨーロッパ諸国で
ロマに関する最も古い記録を有し、滞在した
期間も長かったとみられているギリシャと、
ヨーロッパ最大のロマ人口を抱え、EU 諸国で
多くの出稼ぎロマを送り出しているルーマ
ニアの「ロマ／ジプシー」、およびその関係
者を対象に、インタビュー調査と参与観察を
行う。 
 
４．研究成果 
 「ロマ／ジプシー」のインド起源に関する
資料収集と文献調査を行ったうえで、ギリシ
ャ（アテネ周辺）とルーマニア（ブカレスト、
クレジャニ、クライオヴァ周辺、コスティネ
スティ、トゥルチャ、トゥルグ・ムレシュ周
辺）で、「ジプシー」に関する諸政策と「ツ
ィガン（ジプシー）」と呼ばれてきた人々の
帰属意識、インド起源説の伝播に関するフィ
ールド調査を行った。詳細は以下のとおりで
ある。 
①「ロマ／ジプシー」のインド起源と表象に

関する資料収集と文献調査 
 19 世紀のヨーロッパとインドのジプシー
政策に影響を与えた文献 [Hoyland1816; 

Crabb1832]、「ジプシー」のインド起源説を
否定するラディカリストの文献 [Willems 
1997]、ジプシーのアイデンティティの変遷
を論じた文献［Mayall2009］、中東・近東の
ドムとロマの起源についての新説［Marsh 
2008］を入手し、現在の「ロマ／ジプシー」
のアイデンティティ構築の歴史を把握した。
また、映画『ラッチョ・ドローム』（トニー・
ガトリフ、1992 年）を皮切りに、様々な映
画や音楽、舞踊で表象されるようになったロ
マ／「ジプシー」のインド起源に着目し、当
事者（アーティスト、プロデューサー）への
インタビュー調査や表象分析を行った。 
②ギリシャのロムの歴史と帰属意識 

1980 年代まで国籍が正式に与えられてい
なかったロム（「ロマ」）だが、国家単位で組
織的な迫害が行われたことはなく、社会への
同化政策がとられてきた。ロムのなかには社
会で成功する者もおり、全体としてギリシャ
への帰属意識が強い。ロマニ語が話せないル
ーマニア系のルダリ、ギリシャを中心に移動
してきたロム、トルコとの住民交換によって
流入したロム、アルバニア系移民ロマ、ギリ
シャ出自とみられるハルキデオスなど、同じ
「ツィガン（ジプシー）」と呼ばれる集団内
でも自称や移動の経路と歴史が異なる集団
の存在が、ロマ全体の連帯を困難にしている。
定住度が低く就学経験がないロマほど、イン
ド起源説に対する応答は鈍い。その一方で、
10 年未満の教育を受け、海外の情報に触れる
機会が多いロムほどインド起源説になじみ
があり、特に音楽を生業とするロムの間では、
（インド起源の）「ジプシー」というカテゴ
リーが新たなアイデンティティ形成と生業
の資源となっている。 
③ ルーマニアのロマの歴史と帰属意識 

構造的なロマ迫害の歴史があり、社会には
ロマに対する差別意識が根強い。生業や居住
地域によって、20 以上の下位集団に分かれて
おり、ルーマニアへの帰属意識よりも、ロマ
全体あるいはそれぞれの集団に対する帰属
意識の方が強い。ロマの社会進出も見られる
がロマ集団内での貧富の格差は大きく、1990
年代以降、ロマのネットワークを利用して海
外へ出稼ぎに行く事例も複数あった。異なる
地域での聞き取りと、UNICEF と教育省が支援
するロマニ語講座での参与観察の結果、マイ
ノリティー教育の一環として行われている
ロマ教育の現状と、教育の場がロマのインド
起源説とロマニ語を伝える場になっている
状況が明らかになった。またギリシャ同様に、
音楽を生業とするロマの間では「ジプシー」
というカテゴリーが新たなアイデンティテ
ィ形成と生業の資源となっている。  
 本研究の意義は、第一に、「ロマ／ジプシ
ー」のコミュニティ認識に関して、隣接する



 

 

複数地域での調査をふまえて明らかにした
点にある。従来の研究は、各国個別の「ロマ
／ジプシー」の民族誌におさまりがちであり、
複数地域を行き来する彼らのコミュニティ
認識の実態に光を当てた研究は稀少である。
本研究は、複数地域間の人の移動と定住の動
態がコミュニティ形成全体に与える影響に
ついて考察するうえで、新たな事例を提供し
うる。第二に、「ジプシー」のインド起源の
伝播のあり方と彼らによる受容の実態を明
らかにしたことにある。これは、彼らのイン
ド起源の是非を問うことに終始していた従
来の研究視点そのものがいかに表象として
流通し、当事者に流用されて新たなコミュニ
ティ認識のリソースとなっているのか、いわ
ばディアスポラ理論自体がもつイデオロギ
ー的な側面を明るみに出すことになった。第
三に、彼らの帰属意識とインド起源説の受容
を左右する諸条件を、異なる地域におけるフ
ィールド調査によって検討した点である。こ
れにより、ディアスポラ・コミュニティとし
ての認識を形成する条件として従来指摘さ
れていた言語や故郷についての語りの共有
よりも、むしろ居住する国家の諸政策やグロ
ーバル化が、「ロマ／ジプシー」のコミュニ
ティ認識に大きく作用していることが明ら
かになった。 
今後の課題・展望としては、今回の研究で

得られた「ロマ／ジプシー」の移動の歴史に
ついての語りをもとに、バルカン地域におけ
る彼らの移動パターンの抽出を進めていく
ことである。また、彼らが「ロマ／ジプシー」
であることを意識する具体的な諸局面（生業、
婚姻）をさらに検討することで、統一的なコ
ミュニティ認識の困難さとそれを超えた「ロ
マ／ジプシー」の連帯の可能性と必要性に関
する考察を深めていきたい。それから、「ロ
マ／ジプシー」のインド起源表象を受けて生
じた、ヨーロッパからインドへの人の移動に
も着目し、北西インドの特定の集団が「ジプ
シー」として紹介されることで新たな「ロマ
／ジプシー」・コミュニティが成型されてい
く動態について、さらなる調査を行っていき
たい。 
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